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学位論文審査結果の要旨
当該学位論文に関し、平成１８年１月３１曰に第１回学位論文審査会を開催し、提出された学位論文及び
関連資料について詳細に検討した。更に平成１８年２月６曰の口頭発表後、第２回審査委員会を開催し、慎
重に協議した結果、以下の通り判定した。
本論文は、レーザ照射部に発生する熱応力を利用して板材を加工するレーザフオーミングの変形メカニズ
ムを解明することを目的としている。板材が変形するメカニズムには、温度勾配メカニズム、バックリング
メカニズム、アップセッティングメカニズムがあり、これら３つの変形メカニズムに関してレーザ照射部
の温度に主眼をおいて検討している｡レーザ照射部の温度は光ファイバ型２色温度計を用いて測定している。
温度勾配メカニズムでは、次元解析を行うことによりレーザ照射部の温度、レーザのビーム径、材料の板厚
の各因子が変形角に及ぼす影響を定性的に表す式を導出するとともに、この式の妥当性を実験的に確かめて
いる。さらに、温度勾配メカニズムからバックリングメカニズムへと変化していくプロセスを考察するとと
もに、モデル実験を行うことによりアップセッティングメカニズムについても検討している。
以上のように本研究はレーザフオーミング加工の変形メカニズムについて詳細に検討を加えており、工学
的・学術的価値は高いと言える。以上より、本論文は博士（工学）論文に値すると判定する。
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